
1．課題意識

戦後の道徳教育の大きな変化は 2 つあげら

れる。 1 つは，昭和 33（1958）年の学習指導要

領の改訂により，「道徳の時間」が創設された

ことである。それから , 約 60 年にわたり，多く

の教師によって道徳教育が実践されてきた。し

かし，全体としては充実したものとならず多く

の課題が指摘されている 1 ）。学習指導要領にお

いて「生きる力」を「知・徳・体のバランスの

とれた力」としたにもかかわらず , 一部改正の

発端となった大津いじめ事件が起こるなど ,「徳

育」は十分な成果を上げることができていない

という声も高まった。道徳教育は充分にその役

割を果たしておらず，道徳の時間は道徳教育の

要としての機能を充分に果たすことができてい

なかったのである。その結果として 2 つ目の

変化が起こる。平成 27（2016）年の学習指導要
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領の一部改正による「特別の教科化」である。

道徳教育を教育課程において週 1 時間の授業

に位置づけた 1 つ目の変化と異なり，心の教

育の充実による「効果」を求められての教科化

である。これまでは学校や個人で購入していた

副読本に変わり，教科書が無償配付され，授業

についての評価を行うことになった。評価を行

うことから，授業を適切に実施しないといけな

いという意識が教師に芽生えてきている。この

ことは，道徳の研修会の増加や道徳教育に関す

る書籍が多く発行されているなどの事実からも

感じることができる。また，教科化が打ち出さ

れた際には，「道徳授業をこれまでと変える必

要があるのか」といった議論も起きている 2 ）。

この問いに対して，当時，様々な立場から発言

がなされ，道徳授業のあり方に大きく関心が集

まっていた。この議論において大切にされたの

は，「道徳教育」を中心とした視座である。しかし,

この一部改正は道徳教育の変更のみであり，道

徳教育以外のコンセプトは変更されていない。

つまり , 平成 29（2016）年告示の学習指導要領（以

下，新学習指導要領）の全面改訂で打ち出され

た方向性を踏まえた「道徳授業はどう変わって

いくべきか」という議論はこの時点では，充分

にされていなかったのである。一方，新学習指

導要領においては，日本版のアクティブ・ラー

ニングとして「主体的・対話的で深い学び」が

キーワードとして挙げられた。これまで「何を

学ぶか」を重視してきた我が国の学習指導要領

が「どのように学ぶか」がこれまで以上に重視

していくという大きな変化の 1 つである。

そこで , 道徳科の本格的な実施が小学校では

2 年目，中学校では初年度を終えた現時点にお

ける教育現場の実情を踏まえながら，「特別の教

科　道徳（以下道徳科）」に求められる「主体

的・対話的で深い学び」とは何か，その実現に

向けた留意点とは何かについて考察していきた

い。また，それらを踏まえてこの学びに対応した,

これから求められる道徳科の目標について提案

をしていくことを本研究の目的としたい。

2． 新学習指導要領が目指す「主体的・対話的

で深い学び」とは何か

新学習指導要領における「主体的・対話的で

深い学び」とは何であろうか。文部科学省（2017）

は総則に次の通りに示している。

（ 1 ）第 1 の 3 の（ 1 ）から（ 3 ）までに示すこ

とが偏りなく実現されるよう，単元や題材な

ど内容や時間のまとまりを見通しながら，児

童の主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善を行うこと。

この資質・能力の 3 つの柱である「知識・ 

技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学びに

向かう力・人間性等」を偏りなく育てていくた

めの学び方として位置づけられているというこ

とである。この主体的・対話的で深い学びにつ

いて，小学校学習指導要領解説　総則編（以下，

総則解説）においては，次のように整理してい

る（表 1 ）。

表1　  文部科学省の主体的・対話的で深い学び（筆者
整理）3）

主体的な
学び

学ぶことに興味や関心を持ち，自己の
キャリア形成の方向性と関連付けなが
ら，見通しをもって粘り強く取り組み，
自己の学習活動を振り返って次につな
げる

対話的な
学び

子供同士の協働，教職員や地域の人と
の対話，先哲の考え方を手掛かりに考
えること等を通じ，自己の考えを広げ
深める

深い学び

習得・活用・探究という学びの過程の
中で，各教科等の特質に応じた「見 方・
考え方」を働かせながら，知識を相互
に関連付けてより深く理解したり， 情報
を精査して考えを形成したり，問題を
見いだして解決策を考えたり，思いや
考えを基に創造したりすることに向か
う

一方，この主体的・対話的で深い学びにつ

いて加藤（2019a）は，それぞれの学びについ
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て教育方法の観点から再定義しようと試みてい

る。表 2 は加藤の再定義からキーワード抜粋し，

整理したものである。

表2　  加藤の主体的・対話的で深い学びの再定義の
キーワード（筆者整理）

主体的な
学び

自発性から主体性への発展
情意の高まりから揺さぶりによる意識
化
成果の事実，裏付けによる高まり
学びの意識化・自覚化・個性化

対話的な
学び

友達との対話
・ コミュニケーション・知的コラボレー

ション
・収束的思考と拡散的思考
・ 方法にとどまらず目標となる能力で

もある。
書物（先哲）との対話
・ 知識からの一見の基盤としての百聞，

見方・考えの深め
自己との対話
・自己の在り方・，生き方のメタ認知

深い学び

実感，納得，本音や感動に基づく学び
の内実を値するもの
主体的に既習の知識や経験を相互に関
連づけて理解する学習
解けたときの喜び，充実感
課題の提示から意識化，自覚化，個性
化に至る意味づけの深化，拡充の意味
学習
認識，自己認識の不断の再オーガニズ
ム化

しかし，これらの学びは，方法目標ではなく，

方向目標である。それは，「実現に向けた授業

改善」との表現から読み取れる。何かの方法を

採用すれば，「この学びができる」ということ

ではなく，このような学びが実現するように，

「授業の改善を続けていく」という取組の方向

性を示しているのである。そして，その学びの

特性から , 教師は 1 時間の学びにとどまらず，

「学び」を実践していくための力を子どもに育

てていく必要がある。そして，その学びは，総

則に示されたすべての学習活動において大切に

されるとともに，一方では，そのあり方は各教

科等の特性に応じたものとして，授業改善が図

られなくてはならない。

これは，「特別の教科」とされた道徳科の授

業においても同じである。道徳科の特質は , 学

校の教育活動全体で行う道徳教育の要として ,

内面的資質である道徳的判断力 , 心情 , 実践意欲

及び態度を , 道徳的な問題について道徳的緒価

値についての理解をもとに , 一人一人が多面的・

多角的に考え , 議論することを通して , 養ってい

くことである 4 ）。このような特質をもつ道徳授

業においても，新学習指導要領を踏まえた「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善を図ることが求められるのである。これは，

道徳授業を論じる際に ,「道徳科だけ」への視点

から，学校の教育活動全体でどのような子供を

育てるのかというカリキュラム・マネジメント

の視点をもったものへと変わっていかなくては

いけないということを示している。

このことは，学習者である子供の立場から見

ても重要である。子供は，各教科等の特質に応

じながら，一日を通して様々な教科を学ぶ。し

かし，ある時間は，旧態依然とした学びが展開

され，ある時間は新しい学びを目指した授業が

展開されるとすれば，授業における子供の「学

ぶ力」は十分育たないであろう。各教科等で学

ぶ内容や方法は違いながらも，「主体的・対話

的で深い学び」という大きな方向性を共有する

ことで，様々な学習場面において子供自身の「学

ぶ力」が育っていくのである。道徳科において

も「主体的・対話的で深い学び」という視点で

の授業改善は大きく求められるのである。

3．  道徳科が目指す「主体的・対話的で深い学

び」とは何か

ここからは，中央教育審議会（2016）が「幼

稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援

学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等

について（答申）」に表した道徳科における「主

体的・対話的で深い学び」を踏まえながらも，

加藤の再定義をひとつの視座としながら，道徳

科におけるこれらの学びについて，再定義を試

みていきたい。
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（1） 道徳科における主体的な学びと実践上の

留意点

道徳科における「主体的な学び」とはどのよ

うな学びだろうか。道徳科の特質に応じた主体

的な学びについて，中教審答申（2016a）は次の

ように示している。

「主体的な学び」の視点からは，児童生徒が

問題意識を持ち，自己を見つめ，道徳的価値を

自分自身との関わりで捉え，自己の生き方につ

いて考える学習とすることや， 各教科で学んだ

こと，体験したことから道徳的価値に関して考

えたことや感じたことを統合させ，自ら道徳性

を養う中で，自らを振り返って成長を実感した

り，これからの課題や目標を見付けたりするこ

とができるよう工夫することが求められる

このように示された主体的な学びについて，

加藤の再定義も基にしながら，どのように捉え

るべきであるかを具体的に考察していきたい。

この「道徳科における主体的な学び」の実現に

向けて求められるものを筆者は次の 4 つの要

素で示す。 

① 道徳的諸価値についての課題意識や情意の
高まりがある。
②自らの生き方を過去・現在・未来から考え
る。
③道徳科における成長が実感できる。
④道徳科の学び方を学習者が理解している。
以下では，授業における具体的な場面や留意

点について考察したい。

①道徳的諸価値についての課題意識がある。
道徳科は，その目標にあるように道徳的諸価

値についての理解を基にした学びである。児童

生徒の道徳的価値について考えたいという意識

が大切となる。しかし，道徳科の難しさの一つ

は，言葉の上では，子供は道徳的価値について

知っている場合が多いことである。例えば，「友

達と仲良くする」ということについて知らない

子供はいない。だからこそ，道徳授業において

「友達と仲良くする」という言葉を引き出すこ

とを目的にした授業であれば，「分かりきった

ことを聞かれる」「先生の求める言葉を言えば

いい」という印象につながり，道徳授業は面白

くないとなっていく。授業において，大切なの

は，先ほどの例であれば，友達と仲良くするこ

とがなぜ大切なのか，どういう心でいれば仲良

くできるのかを考えることである。さらにいえ

ば，「仲がよい」という，道徳的価値そのもの

を問うことも重要になってくるのではないだろ

うか。

そういった学びを行う上で最も大切なこと

は，「道徳的価値について友達と話したい，もっ

と知りたい」という子供自身の情意の高まりで

あろう。そのためには，子どもが「何を明らか

にしたいのか」という目的意識をもつことが重

要である。そのためには，授業の導入が大きな

役割を担わなければならない。道徳的価値につ

いてどうしても知りたい，自分がもっていてい

る考えはみんなと比べてどうなのかを確かめた

いといった思いを子供に持たせる工夫が重要な

のである。

しかし，課題はそのような導入が行われたと

しても , 教材を使う学習活動と上手くつながっ

ていない場合も多い。さらにいえば，教師だけ

が，その「つながり」を理解していても不十分

である。学習者である子供自身が「導入と学習

活動のつながり」を理解できることが重要なの

である。教師は , 導入でのテーマや課題意識と

学習活動のつながりを子供が理解できるよう

に，中心的な発問と授業のテーマや子供の課題

意識とつながるように留意しなくてはならない

のである。

② 自らの生き方を過去・現在・未来から考える。
道徳科の学びは自分自身の生き方についての

教育実践方法学研究



学びであり，人間として自らがどう生きていく

かを考える学びである。その中では，「自らの

生き方」について，これまでどう生きてきたか

（過去），今の自分はどのように生きているの

か（現在），これからの自分はどう生きていき

たいか，どうあるべきなのか（未来）について

考える場面が，学習活動において重要である。

教材中心の授業は，道徳科の教科書ができた

ことによってさらに進んでいくであろう。しか

し，学習が「子供自身」に向かうことなく , 教

材についての学習，あるいは教材の読み取りに

終わってしまっている実践が時折見られるのも

事実である。「なぜ，主人公がそのような行動

をしたのか」という発問により子供自身が考え ,

もっともらしい意見が出たとしても，それは自

分自身を外に置いた教材の解釈についての話し

合いである。道徳においてはその主人公の思い

を考える過程において，自らの経験を根拠とす

るか，または，教材について友達と共に学んだ

ことを基に自分自身の過去，現在，未来につい

て考えることが重要なのである。そのため，子

供が道徳授業において持つであろう 2 つの本

音について授業者は理解するべきである。

道徳の授業では , まず，教材において子供た

ちは道徳的価値について考えることが多い。し

かし，ここで子供は , 普段の自分自身のことを

踏まえた発言をしているわけではない。中心発

問によって，「主人公の立場なら…」，「この状

況なら…」という視点に立って考えを進めるの

である。この場面で出てくる子供の考えについ

て，教師が「理想的な考えを述べているだけ」

「本音が出ていない」などと表現することは少

なくない。子供の普段の生活状況とそこで聞か

れる意見がかけ離れているように感じるからで

ある。ここで教師が考えなければならないのは，

それらの意見が道徳的価値に対する子供の純粋

な受け止めによって生まれた「 1 つ目の本音」

ということである。教材を使う良さの 1 つは，

子供自身の具体的場面でなく，自分たちの実際

とは違う読み物等の場面を基に考えるというこ

とである。ここでは , 子供は自らを「棚上げ」し，

理想の生き方や心の持ち方について考えるので

ある。どの子供も基本的には「よい自分であり

たい」と思っているのである。

しかし，一方で，教材を通して考えた「理想」

を子供自身と比較して考えることも必要であ

る。そうでなければ，道徳科は実効性のない理

想を述べ合うだけの時間となる可能性がある。

「理想」と「自分」を比較したとき，子供の中

に「今までの自分は人に優しくできていなかっ

たな」，「自分はもっと人の気持ちを考えないと

いけないな。」，「前は，人のことを考えていな

かったもしれないけれど，今の自分は少しずつ

相手の気持ちを考えるようになってきたな」い

う自分への思いが生まれてくるであろう。これ

が道徳授業における「 2 つ目の本音」であると

考える。これこそ，道徳授業で生み出したいも

のである。それは，自分自身への気づきであり，

子供自身についての学びであろう。

③道徳科における成長が実感できる。
主体的に学びを進めて行くには，学習者自身

が，学びたいこと（目標）に取り組んだ結果，「何

を学んだか」，「自分自身にどのような力がつい

たのか」というどのような学びの成果があった

のか，目標が達成できたのかということを理解

することが重要である。

これは道徳科においても同じである。週 1

時間の学習で , 子供自身がその成果を理解する

ことで，「もっと学びたい」，「他の場面ではど

う考えたらいいのだろうか」という思いを生み，

道徳的価値について考えるという学習への情意

が高まっていくであろう。

道徳科において評価が実施されることになっ

た。このことは，制度的な意味だけではなく，

学習者が自らの成長を理解し , 主体的に学ぶ原

動力となり得るといえる。道徳科の評価は励ま
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しを基本としている。だが , 道徳科での励まし

には 1 つの難しさがある。この点について，

算数や体育の例を挙げて考えてみたい。例えば，

算数や体育において，「かけ算九九を覚えるこ

とができました。」,「逆上がりができました。」

という表現は，学習における状況をそのまま述

べたものである。これらは子供にとっては「成

果」として理解しやすく，自らの成長として受

け止めることができるのである。では対して，

道徳において，「本当の友達について考えるこ

とができました。」という学習状況を伝える表

現は , 子供にとって成果として映るであろうか。

自分の成長を感じることができ，次の学習に向

かう原動力や新たな目標を生み出すものとなる

であろうか。これらの表現は子供にとって，学

習活動を表しているものに過ぎないだろう。道

徳科において主体的な学びを生み出すには，学

習者に学びの成果や成長を返すことのできる評

価が必要になってくるのである。道徳的価値に

ついてどのような考え方をすることができ，そ

の点がどのように以前と比べて高まっているの

か，または，友達の意見をどのように組み合わ

せたり，どのような見方をして考えを深めたり

していたのかという , より具体的な子供の思考

についての状況を評価していくことが教師には

求められるのである。言い方を変えれば，主体

的な学びの実現には，教師自身が道徳科におけ

る評価の意義を理解し，「学びを通して育てた

い子供の具体的な思考のあり方や学習に向かう

姿」が明確にされておくことが求められるので

ある。

④道徳科の学び方を学習者が理解している。
主体的な学びにおいては，子供自身が学習主

体として学び方を理解することが重要である。

例えば，算数であれば，まず，みんなで問題や

めあてを把握し，個人による解決，集団による

解決がなされる。そして，まとめを踏まえて適

応題に取り組み，学習を振り返っていく。単元

によって違いはあるものの，このような学習の

流れについて，子供はその流れのおおよそを理

解し学習に取り組んでいる。学習者は，どの活

動をしているのか，どこが授業のクライマック

スであるかといった , ある程度の見通しをもっ

ているのである。では，道徳授業はどうであろ

うか。道徳の授業は，一般的には導入，教材の

把握，中心発問，自分自身について考える発問，

終末という流れで授業が進む。しかし , 従前の

副読本には十分な手引きは掲載されておらず子

供は学習の流れは十分見通せたとはいえない。

また，道徳授業においては，手引きの中心発問

を変更することも多く，その機能を十分に果た

すことができていなかったと考えられる。子供

たちは教師からなされる発問を頼りにし , それ

らについて自分の意見を考え，発表していたの

である。教師だけが学習活動を理解している状

況において，子供の立場から見たとき , 教師に

よってなされた「発問」は , 様々な考え方をし

てより深く考えるものなのか，それとも単に状

況把握をするものなのかはよく分からない。そ

の発問にどれだけの考えが求められるのかは教

師のみが知っているからである。このような場

合 , 教師が満足する言葉が引き出されれば次の

発問へと移行する。その先，どれだけの数の発

問が待っているのかは子供には分からないので

ある。

このような状況で子供は，主体的に学習を進

めることができるであろうか。発問の流れに関

わらず，道徳の学習活動への理解のない中で，

教師の発問に答えていくだけでは，主体的な学

びの実現にはつながらない。道徳授業において

主体的に学びを進めていくためには，学習者で

ある子供が「テーマを持つ場面」，「資料を把握

する場面」，「多様な意見を出し合ってみんなで

考える中心的な場面」，「みんなで考えたことを

基に自分自身を振り返る場面」の活動を見通し

ながら学習を進めることが必要であろう。

教育実践方法学研究



さらにいえば，それぞれの場面において，ど

のように活動することが適した学習の仕方であ

るのかを理解することも大切になってくる。例

えば，資料の把握をするのであれば，教材から

読み取れる状況や主人公の心情を端的にあげる

学習活動なのだと理解して学習に取り組むが，

中心的な発問であれば，自分自身でいろいろな

見方をすること，友達の意見と自分の意見に違

いに注目すること，なぜそう考えたかを話し

合って新たな意見を作り出すような活動に価値

があると気づくということである。つまりは，

子供自身が学習活動そのものを理解し，コント

ロールして学んでいくことができることを目指

した授業づくりが重要になってくるのである。

（2） 道徳科における対話的な学びと実践上の

留意点

次に , 道徳科における対話的な学びとはどの

ような学びだろうか。主体的な学びと同様に，

中教審答申と加藤の考えを踏まえながら道徳科

における対話的な学びの実現向けて求められる

ものを検討し，具体的な場面や留意点について

考察したい。

中教審答申（2016b）は対話的な学びについ

て次のように示している。

「対話的な学び」の視点からは，子供同士の

協働，教員や地域の人との対話，先哲 の考え方

を手掛かりに考えたり，自分と異なる意見と向

かい合い議論すること等を通じ，自分自身の道

徳的価値の理解を深めたり広げたりすることが

求められる。

この「対話的な学び」の実現に向けて，指導

のポイントを次の 3 つに整理する。

①対話への目的意識がある。
②対話による考えの広がりや深まりへの充実
感がある。

③対話の方法やふるまいなどの育成がされて
いる。

以下では，それらを具体的に考察をしていき

たい。

①対話への目的意識がある。
子供同士の対話により，道徳授業は知的なコ

ラボレーションの場となる。子供の意見はその

子にとっては最善のものかもしれないが，それ

は，あくまでもこれまでの自分の経験を基に考

えた，「自分自身のものである」。言い方を変え

れば , 一人でその教材に触れて持つことができ

る考えでもある。子供が，道徳の内容について

言葉として知っているということを前提に考え

れば，自分の意見を発表するだけでは，道徳授

業には子供の考えの広がりや深まりはない。だ

からこそ道徳授業において子供同士が対話する

ことに大きな価値があるのである。「考え，議

論する道徳」が言われるようになり，実際の授

業においては，学習指導案等にペアトークやグ

ループトーク，そして全体への意見交流などが

明記されるようになってきている。これは，教

師が対話的な学びを意識した成果であろう。

しかし，学習者である子供から見るとどうで

あろうか。授業の中で教師は「では，主人公は

どうするべきかグループで話し合いましょう」

と述べて , 子供を対話に取り組ませることがよ

くある。子供は友達と話し合いをし，しばらく

すると全体への発表へと学習活動は移っていく

のである。このように，対話の活動において，

何について話すかという「発問」と，誰と話す

かという「指示」はなされている。しかし，こ

の活動自体の目的である「何のために対話する

のか」ということが，教師と子供，子供と子供

の間で共有されているだろうか。対話を実践す

ることに重きが置かれてしまうが故に，「対話

する時間」の確保で終わっていることはないで

あろうか。道徳科における対話の目的をいくつ

37

道徳授業における「主体的 ･ 対話的で深い学び」と道徳科の目標についての一考察



38

か挙げてみる。

○友達の意見を聞いて，自分とは違う感じ方

や考え方に触れるため。

○友達と話し合いながら一緒に考えをつくる

ため

○考えが違うところを見つけ，自分の考えや

立場をより明確にするため。

○自分の考えについて意見を言ってもらい自

分の意見を高めるため。

○問いに対して最もよいと思われる意見がど

れかを友達と一緒に考えるため。

対話の目的が共有されることで対話はより効

果的な活動となる。これらの目的を学習形態に

合わせながら教師は子供と共有することで，「対

話する」という活動が「対話をして○○をする」

というより明確なものとなる。さらに，「話し

合ったことを基にワークシートに書いた意見を

見直してみましょう」「グループごとに出てき

た意見の中からみんながぜひ伝えたいと思うも

のを全体で発表しましょう」といった「どのよ

うにアウトプットするか」を示すことでさらに

効果的になるであろう。

② 対話による考えの広がりや深まりへの充実感
がある。
子供同士の対話が取り入れられることで，道

徳授業はより活動的なものとなる。しかし，そ

の対話によって得られたものが子供にとってこ

れまでと変わらないものであったとしたらどう

であろうか。やがて友達と話し合うことへの面

白さも薄れていくのではないだろうか。ワーク

シートに書いたことを友達にいうだけ，友達と

活発に話してそれで終わりという活動が繰り返

されれば，やがて子供の対話への興味，ともす

ると道徳的な問題について考えることへの情意

は薄れていくだろう。道徳科は，明快な論理に

よる「解」があったり，テストによって自らの

成長が評価されたりするものではない。道徳的

な問題について友達との協働的な学びである対

話をコラボレーションに価値があると感じるた

めには，対話によって生み出されたものが子供

にとって満足感 , 充実感のあるものでなければ

ならない。

つまり , 子供自身の意見が , 対話を通して , こ

れまでと比べて変容していくことが大切なので

ある。そのためには，多様な考え方ができる中

心発問があることは当然のこととして，道徳科

の対話につながる，自他の考えについて，多面

的・多角的な見方によって考えを吟味できるよ

うな補助発問や論点が求められるのである。こ

れは加藤（2019b）のいう「目のつけどころ」

である。加藤の論を踏まえるならば，この目の

つけどころは，「これまで見えなかった自他の

道徳的価値についての新たな世界を開く」と表

現できるのだろう。さらにいえば，その活動に

よって得られた学びの成果を教師は子供に返し

ていく必要がある。この際 , 子供自身も気づい

ていない , 自らが開いた世界のすばらしさにつ

いて評価したい。筆者は，「教師との対話」とは，

先生と子供の問答そのものだけに価値があるの

ではなく，「目のつけどころ」を示したり，「学

びの価値」に気づかせたりできるところにある

と考える。

③ 対話をよりよいものにするための方法やふる
まいなどが育成されている。
「対話的な学び」はすぐに実現できるもので

はない。よりよく対話をしていくためには，ま

ず，子供が対話をするための方法を徐々に身に

つけていくことが必要である。対話において，

友達と話し合うときには，どのように言ったら

いいのか，聞いたらいいのかという学習上のマ

ナーやルールと言う初歩的なものから，友達の

考えに対してどのように質問したらいいのか，

違いをどのように見つけていったらいいのかと

いった視点も考えられる。さらには，自分とは

違う意見に対してどのようには話し合えば，目

的とする話し合となっていくのかという吟味の

教育実践方法学研究



ための方法もあるだろう。

また，互いが意見を言いやすくするためには，

学級の共感的な雰囲気も重要になってくる。求

められるのは，相手の意見について批判的思考

を使いながら，自信を持って互いに考えを伝え

合うことを楽しみ喜び合えるような雰囲気であ

る。さらに，道徳においては，自分の考えが「自

らの経験」を根拠としているため，発達の段階

によっては，友達の考えが生まれた背景につい

ても思いを巡らせることができるとよりよいで

あろう。

これらの，対話に取り組む姿勢は，教師が，

子供の学びを適宜指導し，褒めたり励ましたり

することで育っていく。教師自身の対話につい

てのイメージが大切である。

（3） 道徳科における深い学びと実践上の留意

点

道徳科における深い学びについて考えを進め

ていきたい。中教審答申（2016c）は深い学びに

ついて次のように示している。

「深い学び」の視点からは，道徳的諸価値の

理解を基に，自己を見つめ，物事を 多面的・多

角的に考え，自己の生き方について考える学習

を通して，様々な場面，状 況において，道徳的

価値を実現するための問題状況を把握し，適切

な行為を主体的に選択し，実践できるような資

質・能力を育てる学習とすることが求められる。

筆者は , この道徳科における対話的な学びの

実現に求められるものを次の要素で示す。

①道徳的価値についての意味を子供自身が発
見する。
②道徳的価値を自ら広げ深めるための学び方
を身につけていくことができる。

以下では，授業における具体的な場面や留意

点について考察したい。

① 道徳的価値についての意味を子供自身が発見

する。
道徳授業は，ねらいに向けた教師の指導によ

り，教材を用いて子供自身が道徳的価値と自己

についての考えを深めていく営みである。いく

ら主体的 , 対話的であっても，ねらいとは関係

のない活発な活動であっては，道徳科とはいえ

ない。「あなたはどう考えるか」という学習を

自分事にしようとする工夫や，学習形態や教具

の工夫，資料の工夫がなされていたとしても，

教師が「ねらい」を適切に設定していなければ

ならないのである。

しかし，教師が適切にねらいを設定したとし

ても十分ではない。子供自身が「知っているつ

もりでいた道徳的価値」について，どのような

意味を持っているのかを自分自身で見つけるこ

とが重要なのである。これこそが，道徳科にお

ける新しい考えの創造であろう。例えば，「思

いやり」が大切であると知っていたとしても，

なぜ，大切なのか，自分はどう考えていたのか

を気がつくことは，道徳的価値の自分自身に

とっての意味の発見なのである。自ら発見した

道徳的価値の意味は生活の中でより活発に生か

されていく。この発見につながる学習活動が深

い学びの実現への鍵になると考える。そのため

には，教師は道徳的諸価値についての授業前の

子供の考えの現状を把握するとともに，自分自

身にとっての意味を発見した子供の姿について

想定しておくことが求められるであろう。

② 道徳的価値を自ら広げ深めるための学び方を
身につけていくことができる。
これは，子供自身が , 道徳科さらには道徳教

育を超えて，「生活の中の道徳的な問題につい

て気づき，多面的・多角的に考えながら自分で

道徳性を高めていける力」をつけることである。

例えば，「目のつけどころ」とした多面的・多

角的に考えるための視点は，決して授業におい

て思考をすることだけを目的として示すもので

はない。それらは，やがて，子どもの生活場面
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で生きて働くものとならなければならない。教

材において考え，友達と協働しながら道徳的価

値について吟味する経験は，やがて，普段の生

活の中で自分自身の力で道徳的価値を広げ深め

ていけるものとなる必要があるのである。教師

には，道徳科の授業を超えた大きな見通しの中

で，道徳の学びを組織していく必要があると考

える。

4．道徳科の目標の再考

（1）道徳科の目標と資質・能力の関係

ここまで , 主体的・対話的で深い学びを実現

していくための要素について考えてきた。これ

らの学びを実現していくことを検討すること

で，道徳科においてつけたい資質・能力が明ら

かになってきたのではないだろうか。

しかし，新学習指導要領における道徳に関し

ては，一部改正によって生まれた道徳科の目標

をそのまま踏襲することとなっている。それは，

道徳科の一部改正した 2 年後に新学習指導要

領が告示されたことの影響は大きいと考えるの

が自然である。教科書の採択が始まり道徳科の

評価について教育現場の関心が集まっている時

期に，新学習指導要領に合わせた改定は大きな

混乱を招くことは想像に難くない。しかし，主

体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改

善が，資質・能力の 3 つの柱を偏りなく実現

するためのものであれば，道徳科もまたこの 3

つの柱に基づいた資質・能力の整理を行うべき

ではないだろうか。中教審答申では別添資料に

おいてその関係性を整理している（表 3 ）。

表3　  中教審答申（2016d）における道徳科の目標と
資質能力の3つの柱の関係性

　　（筆者整理）

関連する
資質・能力 道徳科の観点 道徳における内容

知識及び
技能

道徳的諸価値の
理解と自分自身
に固有の選択基
準・判断基準の
形成

道徳的諸価値の意義
及びその大切さなど
を理解すること

思考力判断
力表現力等

生徒一人の人間
としての在り方
生き方について
の考え（思考）

自己を見つめ，物事
を多面的・多角的に
考え自己の（人間と
しての）生き方につ
いての考えを深める
こと

学びに
向かう力，
人間性

人間としてより
よく生きようと
する道徳性

自己の（人間として
の）生き方を考え，主
体的な判断の下に行
動し，自律した人間
として他者とともに
よりよく生きるため
の基盤となる道徳性
（ 判断力，道徳的心

情，道徳的実践意
欲と態度）

しかし，これらは，文部科学省（2015）が一

部改正し新学習指導要領においても維持された

道徳科の目標である「第 1 章総則の第 1 の 2

に示す道徳教育の目標に基づき，よりよく生き

るための基盤となる道徳性を養うため，道徳的

諸価値についての理解を基に，自己を見つめ，

物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え，

自己（人間として）の生き方についての考えを

深める学習を通して，道徳的な判断力，心情，

実践意欲と態度を育てる。」をこの 3 つの視点

で分け，資質・能力の 3 つの柱としていると

も解釈できる。もちろん道徳の特質により観点

別の評価はそぐわないため目標を分けずに示す

という理由も理解できるものである。しかし特

別活動においても同様に観点別の評価は行わな

いものの資質・能力は 3 つの柱で整理されて

いる。評価は総合的に行うものの，学習活動を

効果的に行うためには，特別活動と同様に整理

していくことが必要であると考える。

そこで筆者はここまでの主体的・対話的で深

教育実践方法学研究



い学びの実現に向けて求められる要素を手がか

りに再度，資質・能力の 3 つの柱に整理する

ことを試みる。

（2） 新学習指導要領の実施に向けた道徳科の

目標の提案

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて求

められる要素について，授業の具体を踏まえて

考察してきたが，これらは「道徳授業において

育てたい力」でもある。ここまでの整理を踏ま

えて筆者は次のように道徳科の目標を提案した

い。

【道徳科の目標】

道徳的な価値や生き方についての見方・考え

方を働かせ，道徳的な問題について，自己の生

き方についての考えを深める学習を通して，よ

りよく生きるための基盤となる道徳性を養うた

めに次のとおり資質・能力を育成することを目

指す。

（1） 道徳的価値の意味や意義，大切さについ

て理解し，道徳的問題について他者と協

働しながら，道徳的諸価値や自己の生き

方についての考える方法を身につけるよ

うにする。

（2） 生活や社会，自己の生き方についての道

徳的な問題を見いだし，多面的・多角的

に考え，道徳的価値の意味を見出したり，

道徳的に判断したりすることができる力

を養う。

（3） 自己の生き方を考えることにより，道徳

的価値を尊重しようしたり，自己の生活

において実践しようとするとともに，主

体的に，自らの道徳性を広げたり深めた

りしようとする態度を養う。

道徳科の学びについてのリード文では，各教

科等と同様に，見方・考え方を働かせて，どの

ような学習をするのかを述べている。この枠組

みを通して， 3 つの資質・能力を育成するとい

うことになる。

（ 1 ）の知識及び技能については，道徳的諸

価値の理解と道徳的価値や生き方について考え

るための多面的・多角的な視点や自分を振り

返ったり，友達の意見を聞いたり，本を読んだ

りする方法についてそのよさを実感さえるとと

もに確かな知識，技能として身につけさせたい

という観点から設定している。

（ 2 ）の思考力・判断力・表現力等は道徳的

な問題を見つける力，そしてそれらについて，

自他の考えをもとにして道徳的価値の意味を発

見したり，よりよい生き方や行動について判断

したりできる力を想定している。

（ 3 ）の学びに向かう力，人間性については，

実践化への意欲とともに，日常生活において自

ら道徳的な問題について向き合い，考え，実践

につなげていこうとする，よりよく生きよう態

度を養うことを目指すものとしている。

この整理では，道徳的判断力，心情，実践意

欲及び態度という言葉は使用していない。これ

までの道徳的実践力という言葉の分かりにくさ

からより，具体的に示されたこれらの言葉であ

るが，筆者はさらに具体化する必要があると考

える。それぞれの資質・能力の育成が結果とし

て，道徳的判断力，心情，実践意欲及び態度の

育成となり，道徳性を養うことになると考える。

5．成果と課題

平成 27（2015）年一部改正によって生まれた

道徳科は，新学習指導要領から見れば，前の学

習指導要領の枠組の中で誕生せざるをえなかっ

た。その中で多くの実践が行われているのであ

る。一方 , 他の教育活動は全て新しい枠組みの

中で生まれている。その重要なポイントの 1

つである主体的・対話的で深い学びについてこ

の時点で，道徳授業におけるこの学びについて
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加藤の再定義を手がかりにして整理することが

できた。また，これらを踏まえて道徳科の目標

について，新学習指導要領に合わせて再設定を

試みた。その結果， 3 つの資質・能力に分けて

道徳科の学びを整理することができた。

道徳科は，道徳教育の要であるという，他の

教科等とは異なる特質をもった学習である。し

かし，この「特質」を意識するあまり，授業の

形式化が注目され学習活動の幅が狭まっている

という実態も見られる。道徳科の目標を資質・

能力の 3 つの柱で整理したことで，それぞれ

の観点で求められるものや，他の教科との共通

性が見えやすくなったと考える。

この試みは，道徳科の不備を指摘するのでは

ない，教育現場において教師が子どもに育てた

いものをより明確にするための試みである。道

徳科で「何を育てるのか」をより明確にしてい

くことは，授業づくりにとって重要である。今

後も道徳授業の実態を見つめながら検討し続け

る必要があると考えている。

【註】

1 ）例えば，道徳教育の充実に関する懇談会は，「今

後の道徳教育の改善・充実方策について（報告）」

の 2 頁に「期待される姿にはほど遠い状況」と

表現し課題を指摘している。

2 ）日本道徳教育学会第 86 回大会（11 月）のシン

ポジウムⅡ「教科化によって道徳授業はそのよ

うに変わるのか」の案内文では「これまでの道

徳の授業実践と大きな変化はないのだとか，あ

るいは逆に，大きく変化するはずだといった，

相反する意見が飛び交っている」という表現が

見られる。

3 ）文部科学省（2017）「小学校学習指導要領（平成 

29 年告示）解説　総則編」，77 頁より作成

4 ）文部科学省（2017）「小学校学習指導要領（平成

29 年告示）解説　特別の教科　道徳編」,78 頁

の「（ 1 ）道徳科の特質を理解する」を参考とし

ている。
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